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損害防止サーキュラー No.10-07 
 
インドにおける鉄鉱石微粉の積載 
 
 
Gardは最近インドにおいて船積みされた鉄鉱石粉が関係する

いくつかの重大な事故についての知らせを受けた。 
このサーキュラーの主な焦点は鉄鉱石粉ではあるが、提供し

たアドバイスは液状化しやすい細粉砕した種類の貨物あるい

は粉体貨物にも当てはまる。 
 
問題は高水分含有量によって微粉砕された鉄鉱石粉の液状

化でおきたようである。すべての事故において、液状化の結果

として、貨物が移動し、船舶の復原性と安全が著しく損なわれ

ている。船積み前に貨物が外気に触れるところに野積みされ、

モンスーンシャワーにさらされたと考えられる。 
 
SOLAS 1974 
Conventionに応じて、Shipperは液状化しやすい貨物の種類の

Transportable moisture limit (TML―輸送可能制限水分) 
と含有水分量申告済の有効な証明書を提供せねばならない。 
これら二つの数字は、特に貨物が船積み前に野積み状態にあ

ったとされる場合には、船積み時に特定しておく必要がある。

含有水分量はTMLを越えてはならない。そうでなければその

結果、貨物の液状化と移動が起きる可能性がある。 
 
勧告 
Gardは船長が液状化の可能性のある細粉砕した種類の貨物あるいは粉体貨物を受け取るときに

船倉内での貨物の移動を防ぐため、極度の警戒を行うことを勧告する。 
船長は船積み前に含有水分及びTMLを記載した有効な証明書をShipperより入手すべきである。

もし要求した情報が得られず、かつ船長及び乗組員は貨物の船積みを認めるように圧力をかけら

れる場合、GardあるいはLocal 
Correspondentにコンタクトしてアドバイスや助力をうけるべきであろう。 
 
  
 
 


